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キモい展に行ってきました

伊
勢
崎
市
境
町
に
す
っ
ご

く
美
味
し
い
フ
ル
ー
ツ
シ
ェ

イ
ク
が
飲
め
る
お
店
が
あ
り

ま
す
。

地
元
の
青
果
店
「
堀
込
青

果
」
さ
ん
。
今
で
は
少
な
く

な
っ
た
、
昭
和
の
佇
ま
い
が

残
る
町
の
八
百
屋
さ
ん
が
作

る
シ
ェ
イ
ク
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
7

～
8

種

類
。
バ
ナ
ナ
・
メ
ロ
ン
・
パ

イ
ン
・
ピ
ー
チ
・
ミ
ッ
ク
ス

ベ
リ
ー
等
々
、
定
番
と
季
節

限
定
品
も
あ
っ
て
迷
う
～
。

す
べ
て
完
熟
＆
食
べ
ご
ろ

の
一
番
糖
度
の
高
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ジ
ュ
ー
ス
用
に
仕
込

ん
で
い
て
、
と
に
か
く
抜
群

の
美
味
し
さ
！

濃
厚
で
フ
ル
ー
ツ
の
味
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
楽
し
め
ま
す
。

写
真
は
、
パ
イ
ン
・
ミ
ッ
ク

ス
ベ
リ
ー
・
イ
チ
ゴ
。
イ
チ

ゴ
は
、
完
熟
イ
チ
ゴ
の
甘
さ

と
つ
ぶ
つ
ぶ
の
果
肉
の
食
感

も
あ
っ
て
す
ご
ー
く
贅
沢
♡

し
か
も
、
4

０
０m

l

と
た
っ

ぷ
り
ず
っ
し
り
の
量
！

飲
ん

だ
～
！
っ
て
感
じ
。
価
格
も

イ
チ
ゴ
は
４
５
０
円
、
他
は

３
５
０
円
～
と
お
安
い
！

季
節
に
よ
っ
て
メ
ニ
ュ
ー

が
変
わ
る
の
で
、
何
度
行
っ

て
も
楽
し
め
る
し
、
新
し
い

味
を
試
し
た
く
な
る
。

こ
ち
ら
の
フ
ル
ー
ツ
シ
ェ

イ
ク
を
飲
み
に
旧
境
町
に
出

か
け
て
も
絶
対
損
は
あ
り
ま

せ
ん
！

ひ
と
こ
と

お片付けの現場から
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「掘 込 青 果」
住所：伊勢崎市境栄757-1
電話：0270-74-3252
販売時間：9:30～18:30
定休日：日曜日、祝祭日

出典 伊勢崎佐波エリアを発見する
サイト「アイマップ」
http://www.imap.ne.jp

空
調
服
と
い
う
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
昨
年
あ
る

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
実
際
に

見
て
着
用
し
て
、
こ
れ
は
良

い
な
と
思
い
試
験
的
に
昨
年

導
入
致
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
も
の
か
と
言
い
ま

す
と
、
作
業
服
に
風
を
送
る

フ
ァ
ン
が
取
り
付
け
ら
れ
て
、

風
を
作
業
服
内
に
送
り
込
み
、

服
内
の
温
度
を
下
げ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

使
っ
て
み
る
と
、
確
か
に

急
激
な
体
温
の
上
昇
が
抑
え

ら
れ
る
感
じ
。
評
判
も
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
一
点
問

題
が
。
作
業
し
て
い
る
と
ど

う
し
て
も
汗
を
か
く
。
そ
の

際
に
汗
が
ベ
タ
つ
い
て
、
具

合
が
悪
い
と
の
こ
と
。

そ
れ
で
も
あ
る
方
が
全
然

良
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

今
年
も
活
躍
し
て
く
れ
そ
う

で
す
。
が
、
春
で
も
夏
日
が

続
い
た
今
年
。
果
た
し
て
ど

ん
な
夏
に
な
る
の
か
？
今
か

ら
ち
ょ
っ
と
戦
々
恐
々
と
し

て
お
り
ま
す
。

伊
勢
崎
市
境
栄
「
掘
込
青
果
」

ライン見積りも是非ご利用下さい。

左からパイン400円・ミックスベリー500円・イチゴ450円

たまたまなのですが最近、2件連続
で主に書籍を溜め込んで、それも結
構な量の書籍を、しかも共に放置し
てしまった方からの片付け依頼があ
り対応させて頂きました。
量とすれば我々が引越し等で対応

させて頂く、本が沢山あるというレ
ベルではなく、正直何故こんなに溜
めたの？という驚きを伴うようなボ
リュームでした。
しかしながらそれなりに準備を

行って対応した結果、どうにかお片
付けをすることができました。
その際つくづく思ったことは、片

付けなくてはいけない事案があった
ら、なるべく早く手を付けて実行す
ることが、労力もお金も低く抑える
ことが可能になるのだということ。
もし周りの方でそうしたことでお

悩みの方等がいましたら、弊社をご
紹介いただければ幸いです。サービ
ス開始から5年目になり、ノウハウも
積み上がって参りました。最善のご
提案を心がけ、対応させて頂きます。

先日あるところで「キモい
展」という、文字通りキモい
もののオンパレードという展
覧会？に行ってまいりました。
事前情報によると展示され

ているのはまさにキモい「虫
やら爬虫類等」の様ですので、
見る人がいるのかな？と思っ
ていたら、予想に反して物凄
い人気。日本の民度が高いの
か？もしくは逆転の発想が功
を奏したのか？とにかく整理
券をもって2時間待ちで入場し
たのでした。
結果、虫好きな私にとって

はイマイチ「キモく」なかっ
たんですが、家族はそれなり
に「キモさ」を堪能した様子
でありました。
話変わって公園や土手、道

端をウォーキングする私。い
つもいわば「キモい」虫や爬
虫類、両生類等を探すのです
が、残念。いないですね。せ
いぜい亀が、川で泳いでるの
を見るくらい。カエルさえ見
られない。子供の頃いた「キ
モい」奴らはどこへいってし
まったのかなと思いながら歩
いています。

そんな中、今年は春から縁
起が良いのかわかりませんが、
4月初旬にシマヘビに遭遇しま
した。暑かったからか？水辺
から出てきて林の中にニョロ
ニョロ入っていきました。そ
ういえば、昔は大きなヒキガ
エルが季節になると会社の庭
でゲロゲロ鳴くのを聞いたり、
２ｍ位あるアオダイショウが
敷地にあるビワの木に垂れ下
がっていたり、まあとにかく
「キモい」奴らが身近でした
ねえ。いったい今、彼らは何
処へ・・・・（TK）


